東京経済大学陸上競技部メールニュース2018-8(2018.5.31)
第97回関東学生陸上競技対校選手権　5月24日～27日　相模原ギオンスタジアム
～22年ぶり、2部総合で6位入賞！フィールドの部では3位入賞！！～
～4×400ｍR・東経新で2位！！　やり投・佐藤悠（2）も2位！！～

 

4×400ｍR　2位！　　　　　　　　　　槍投　2位　佐藤悠樹（3）

関東インカレの4日間に亘る熱戦が終了しました。
今年も悲喜こもごもありましたが、2部総合得点34点・6位で22年ぶりに総合入賞を果たしました。しかし、表彰台も期待された4×100ｍＲ決勝でのバトンミス、3年連続表彰台を狙った走り高跳の鈴木海平（3）の怪我による不振と取りこぼしもありました。一方、400ｍ・星野、村山、やり投げ・佐藤悠、小川のW入賞、三段跳・平川の4位、走幅跳・坂井（1）の東経新（7ｍ30）で６位入賞などの活躍もありました。圧巻だったの4×400ｍR決勝、400ｍ入賞者3名をメンバーに入れている王者、駿河大学の圧勝かと予想されていましたが、一走の村山（4）から必死で食い下がりアンカーの星野はあわや逆転かと思わせるところまで追い詰めました。しかも記録は東経大新記録の3分10秒48、日本インカレの決勝進出も可能なレベルまでチーム力が付いてきました。そのほか入賞まであと一歩の記録を出した選手も多数おり、来年は更なる飛躍に期待が持てます。
　応援に駆けつけていただいた支援者の皆様、激励のメール等を頂いた皆様、4日間ありがとうございました。
《第97回関東学生陸上競技対校選手権・2部総合結果》
東京経済大学
総合成績　　　 　　34点（昨年28点）　6位（昨年9位）
トラックの部　　 　14点（昨年8点）　15位（昨年22位）
フィールドの部　　 20点（昨年20点）　3位（昨年4位）
1  国際武道大 　　129　　1部昇格
2  駿河台大　 　　76.5　 1部昇格
　※慶応大学と流通経済大学が2部降格

3  東学大　 　　　66 
4  立教大　 　　　43
5  東農大　 　　　40
6  東経大 　　　　34 
7  作新学院大 　　32 
8  上武大　 　　　32 
9  平国大　 　　　31 
10 青学大　 　　　28 
○関東学連加盟校160校（1部16校、2部103校、3部33校、女子校8校）
＜1日目（5月24日）結果＞

 

4×100ｍＲ　丸山→武本　　　　　　　　　　　吉田隼→吉田大
【1500m 予選】
卜部 和喜（2） 4'01"19 組8着
【砲丸投 決勝】
田邊 元気（3） 13m15 全体10位 自己新・東経新
猪口 岳昭（2） 11m46 全体19位
南 　和希（1） NM
※田邊が東経新樹立！入賞は逃したがそれに値する記録。
【100m 予選】
吉田 大夢（3） 10"75（-0.5）組2着 準決勝出場
丸山 亜室（3） 10"84（-0.6）組3着 準決勝出場
【110mH 予選】
貝塚 勇輝（4） 15"64（-3.6）組7着
高木 　昇（2） 15"83（-2.3）組7着
【400m 予選】
　村山 大樹（4） 48"48組2着 自己新・ 準決勝出場 
　吉田 隼人（3） 49"36 組3着
　星野 蒼太（2） 47"26組1着 自己新・準決勝出場
※星野は東経新（47″22）に迫る記録で予選突破。村山も自己新で準決勝進出。
【4×100mR予選】
　丸山、武本、吉田（隼）、吉田（大）　40"72 組2着 決勝出場 

＜2日目（5月25日）結果＞

 

100ｍ準決・丸山　　　　　　　　　　　　　　100ｍ準決・吉田大

 

400ｍ決勝・星野　5位、村山　7位　　　　　　　三段跳・平川　4位入賞
【100m 準決勝】（-4.9）
丸山 亜室（3） 11"35 組4着
吉田 大夢（3） 11"36 組5着
※決勝進出へあと僅か
【400m 準決勝】
村山 大樹（4） 48"64 組3着 決勝出場
星野 蒼太（2） 47"70 組3着 決勝出場
【400m 決勝】 
村山 大樹（4） 48"82 　7位入賞！
星野 蒼太（2） 48"09 　5位入賞！
※村山大健闘の7位、星野は決勝でスタミナ切れも5位入賞！

【三段跳】
佐藤 　翔（4） 14m30 （+1.6） 全体18位
平川 雄大（3） 15m18 （+1.8） 4位入賞！
坂井 公亮（1） DNS
※佐藤はベストを尽くした。平川は8位ギリギリで決勝に残り４位まで挽回！
【4×100mR 決勝】
丸山、武本、吉田（隼）、吉田（大）　46"47 組8着
※痛恨のバトンミス！
＜3日目（5月26日）結果＞

 
 

走り幅跳・坂井　6位入賞　　　　槍投　佐藤悠　2位入賞　　　　　　　　槍投　小川　4位入賞

【円盤投】
　重田 一稀(1) 34m31 全体13位
　※ベスト8にあと2ｍ強。

【800m 予選】
　中野 弘久（2） 1'53"97 組4着 自己新 準決勝出場 
　中野 裕翔（2） 1'57"18 組2着 準決勝出場
　鈴木 　要（1） 1'58"30 組5着
【走幅跳】
　坂井 公亮（1） 7m30（+1.0）東経新 自己新 6位入賞
　※自己ベストを16センチ上回る活躍で1年生にして入賞。
【400mH 予選】
　前川 寛棋（1） 54"59 　自己新 組6着
　※自己ベストは立派、良い経験になりました。
【200m 予選】
　吉田 大夢（3） DNS
　山田 真樹（3） 21"88 組2着 準決勝出場
　武本 雄大（2） 22"04 組7着
　※前年入賞者吉田大が足を痛めて欠場。山田が予選通過。
【800m 準決勝】
　中野 弘久 1'56"91 組6着
　中野 裕翔 1'57"53 組8着
　※両中野は予選、準決勝を一日2本走ることへの対応が課題。
【やり投】
　小川 健太（4） 62m10 　4位入賞 
　佐藤 悠樹（3） 62m98 　2位入賞 
　安藤 卓也（2） 48m63 　全体24位
　※佐藤悠表彰台！小川も最後の試技で4位に食い込む。
【4×400mR 予選】
　関口、山田、吉田（隼）、星野 3'15"32 決勝出場 
　※1走の関口からトップを奪いそのままゴールで決勝進出進出！
＜4日目（5月27日）結果＞

 
 

ハーフマラソン　宮田　　　　　　　ハーフマラソン　小新　　　　　　棒高跳　平田

 
 

　　　4×400ｍR　村山　　　　　　　4×400ｍR　山田　　　　　　4×400ｍR　吉田隼人
【ハーフマラソン】
宮田　共也（2）　1.07′30″　33位 自己新
小新　裕貴（4）　1.11′26″　56位
※暑さの中粘ったが、まだまだ力不足。
【棒高跳】
平田　彪斗（1） 4m40 10位
※1年生で入賞を狙うもあと一歩。
【走高跳】
鈴木　海平（3） 1m95 全体13位
斎須　渓太（1） 1m95 全体17位
　※入賞が期待された鈴木だったが、怪我の影響もあり悔しい結果に終わった。斎須は今回の経　験を今後の飛躍のきっかけにして欲しい。
【200m準決勝】
山田真樹（3） 21”88 (-1.1) 組6着
※惜しくも決勝進出を逃す。
【4×400mR 決勝】
村山・山田 ・吉田隼・星野　 3’10”48 東経新記録
※王者・駿河台大学に食らい付くも逆転ならず。しかし、嬉しい表彰台！

山梨県選手権結果 　5月20日　山中銀スタジアム
【棒高跳】
　深澤　広大（2）　NM
【走幅跳】
　和田優之介（3） 6m35 （+4.8）
【走高跳】
　宮下　颯人（3）　1ｍ85　4位・ 関東選手権出場
ジャパン短距離コーチの小林海氏がスプリントコーチに就任！！！
4月から東京経済大学の特任講師に就任され、リオデジャネイロ五輪で銀メダルを獲得した陸上男子400メートルリレーチーム及び短距離コーチを務める小林海先生が、6月1日より陸上競技部スプリントブロックコーチとしてご指導いただくことになりました。小林先生は東京オリンピック金メダル獲得ために引き続きジャパンのコーチとしてトップ選手を指導しています。今回は超ご多忙な先生に無理を言って就任要請し快諾いただきました。
小林先生のコーチ就任によって、早速、選手たちの目の色が変わってきています。日本のトップレベルを目指す選手が東経大から育つ日が訪れることをご期待ください。
＜小林海コーチ就任あいさつの要旨＞
選手たちはもう大学生、決して私の指導を押し付けるのではなく、メニューも提示するがやるやらないは選手たちに任せます。やらない選手たちも思い思いの練習の過程で指導もアドバイスもしっかりとやります。ただし全員に同じようにというわけにはいきません。やはり強い選手優先になることは理解しておいてください。ジャパンの選手たちもトレーニング内容はバラバラ、それぞれが意志と意識をもって取り組んでいます。
スプリントコーチ 小林　　海氏（東京経済大学特任講師）
経歴
早稲田大学（平成16年卒）
早稲田大学・早稲田大学大学院スポーツ科学研究科・平成22年博士
日本陸連強化委員会で主にジャパンの短距離、4×100ｍRの指導スタッフ（平成24～）
